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十
二
年
度
末
残
高
は
約
七
十
九
億
七

千
万
円
と
な
る
見
込
み
であ
る
。
起

債
制
限
比
率
が
二
〇
％
以
上
と
な
っ

た
場
合
、
原
則
と
し
て
起
債
の
借
入

れ
が
許
可
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る

が
、
金
木
町
で
は
十
二
年
度
で

一

〇
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
起
債
の

元
利
償
還
額
は
、
今
年
度
末
見
込
み

で
八
億
五
千
百
万
円
ほ
ど
と
な
っ
て

い
て
、
十
一
年
度
に
比
べ
約
九
千
万

円
増
え
て
い
る
。」
 

建
設
課
長
「
過
疎
計
画
に
平
成
十

三
年
度
か
ら
蒔
田
地
区
の
道
路
改
良

も
盛
ら
れ
て
い
る
の
で
、
 一
部
であ

る
が
並
行
し
て
事
業
実
施
を
し
た

い
。」
 

秋
元
洋
子
議
員
「
中
央
公
民
館
の

手
す
り
、
ト
イ
レ
等
、
車
椅
子
を
利

用
す
る
方
々
へ
の
施
設
改
良
の
計
画

は
あ
る
の
か
。」
「町
商
店
街
の
空
洞

化
対
策
に
つ
い
て
、
町
で
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。」
「土
木
建
築
業
者

の
こ
れ
ま
で
の
入
札
指
名
回
数
と
特

定
の
業
者
が
い
つ
も
落
札
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
に
ど
う
考
え
る

か
。」
 

町
長
「
で
き
る
な
ら
ば
、
公
民
館

へ
車
椅
子
が
入
れ
る
よ
う
に
、
ト
イ

レ
も
身
障
者
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。」
 
「
商
店
街
の
空
洞

化
に
つ
い
て
は
、
県
の
い
ろ
い
ろ
な

支
援
事
業
も
あ
る
が
商
店
等
か
ら
の

申
込
み
は
な
く
、
苦
慮
し
て
い
る
。
 
 

今
後
、
商
店
街
の
人
た
ち
を
集
め
て
、
 

話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。」
 

「土
木
建
設
業
の
入
札
指
名
回
数
に

つ
い
て
は
、資
料
に
よ
れ
ば
二
十
回

以
上
指
名
さ
れ
て
い
る
人
も
見
受
け

ら
れ
る
が
、
他
町
村
に
比
べ
て
公
平

に
指
名
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
 

今
後
も
公
平
に
指
名
す
る
よ
う
に
努

力
す
る
。」
 

教
育
次
長
「
公
民
館
玄
関
へ
の
ス

ロ
ー
プ
設
置
は
無
理
が
あ
り
、
斜
行

機
の
設
置
を
検
討
す
る
。」
 

加
藤
磐
議
員
「
公
民
館
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
と
和
室
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置

が
必
要
で
は
な
い
の
か
。
図
書
館
の

整
備
は
ど
う
な
の
か
。
 ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
床
を
木
製
に
で
き
な

い
か
。」
「総
合
学
習
の
テ
ー
マ
と
骨

格
を
ど
の
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
の

か
。
受
け
皿
と
し
て
の
施
設
の
充
実

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。」
「老
朽
化

し
て
い
る
町
営
住
宅
の
建
替
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。」
 
「
金
木
川

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
町
民
の
声
を

ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
入
れ
る
の

か
。」
「
町職
員
の
採
用
は
ど
の
よ
う

な
方
針
で
す
る
の
か
。
専
門
的
職
種

の
採
用
は
し
な
い
の
か
。」
「
町村
合

併
を
控
え
、
そ
の
対
策
室
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。」
「無
車
検
に

よ
る
書
類
送
検
は
、そ
の
後
ど
う
な

っ
た
の
か
。
こ
れ
に
よ
る
ケ
ジ
メ
を

見
直
す
考
え
は
な
い
の
か
。」
「
町発
 
 

注
工
事
の
入
札
辞
退
の
理
由
は
何

か
。
辞
退
業
者
を
除
い
た
四
社
の
み

で
入
札
執
行
し
た
理
由
は
何
か
。」
 

町
長
「
ク
ー
ラ
ー
設
置
は
、
他
の

公
共
施
設
も
合
わ
せ
て
検
討
さ
せ
て

い
る
。」
「町
営
住
宅
の
建
替
は
、
基

本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て
実
施
し

た
い
。」
「
金
木川
の
跡
地
利
用
計
画

に
つ
い
て
は
、
早
い
機
会
に
策
定
委

員
会
を
設
置
し
て
行
い
た
い
。」
「職

員
採
用
の
方
針
は
公
募
で
行
い
た

い
。
採
用
は
、
専
門
的
知
識
も
無
論

で
あ
る
が
、
人
間
形
成
の
し
っ
か
り

し
た
人
を
勘
案
す
る
。
経
費
節
減
の

た
め
、
十
三
年
度
は
正
職
員
の
採
用

は
し
な
い
。」
 
「
町
村
合
併
の
勉
強
会

を
全
町
民
を
対
象
と
し
て
実
施
す

る
。
全
町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
必
要
で
あ
る
。
合
併
後
の
町
の
姿

を
考
え
、
下
水
道
の
完
備
、
町
営
住

宅
の
建
替
、
金
木
川
の
跡
地
利
用
、
 

野
菜
の
加
工
施
設
の
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。」
 
「
未
だ
に
処
分
決
定
は

出
て
い
な
い
。
罪
の
重
さ
に
よ
る
ケ

ジ
メ
は
考
え
て
い
る
。」
「県
税
事
務

所
の
取
調
べ
に
よ
り
、
入
札
を
辞
退

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。」
 

中
谷
教
育
長
「
総
合
学
習
の
内
容

は
、
国
際
理
解
、
情
報
、
環
境
、
福

祉
、
健
康
等
で
あ
り
、
各
学
校
長
の

自
主
的
、
自
律
的
な
学
校
経
営
に
任

せ
て
い
る
。
施
設
利
用
に
よ
る
学
習

は
今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
 
 

る
。」
 

教
育
次
長
「
ト
レ
セ
ン
の
床
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
れ
ば
膝
や
腰
に
負

担
が
か
か
り
、
木
材
が
適
し
て
い
る
。
 

改
修
工
事
に
相
当
か
か
る
と
思
わ

れ
、
検
討
し
た
い
。」
 

総
務
課
長
「
建
設
工
事
の
施
工
事

務
取
扱
要
領
第
五
条
の
規
定
に
よ

り
、
辞
退
者
を
除
い
た
四
社
で
入
札

を
執
行
し
た
。」
 

川
口
隆
議
員
「
町
長
の
今
後
の
政

治
姿
勢
と
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
知
り

た
い
。」
「町
と
J
A
、
農
家
が
負
担

し
て
基
金
を
造
成
し
、
農
畜
産
物
価

格
が
一
定
の
保
証
基
準
価
格
を
下
回

っ
た
場
合
、
基
金
で
差
額
を
補
填
す

る
よ
う
な
制
度
を
創
設
で
き
な
い

か
。
農
産
物
を
含
め
た
特
産
品
開
発

委
員
会
を
組
織
し
て
は
ど
う
か
。
」
 

「
町
の
景
気
の
現
状
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
活
性
化
対
策
と

し
て
、
人
口
増
対
策
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
 

観
光
の
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
知
り
た
い
。」
 
「
少
年
の
凶
悪
犯
罪

が
多
い
が
、
町
で
は
問
題
点
は
な
い

の
か
。
 ス
ポ
ー
ッ
指
導
の
先
生
の
配

置
等
、
今
後
の
教
育
対
策
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。」
 
「
町
営
住
宅
の
現

状
と
今
後
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。」
 

町
長
「
二
十
一
世
紀
は
変
革
の
時

代
に
入
る
と
思
っ
て
い
る
。
過
去
三
 
 

年
間
は
、
前
町
長
の
残
し
た
仕
事
を

や
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
残
さ

れ
た
一
年
弱
の
任
期
を
全
力
で
、
全

う
し
て
い
き
た
い
。」
 
「
県
養
鶏
科
の

跡
地
に
梅
、
野
菜
等
の
加
工
施
設
を

整
備
し
て
特
産
品
の
開
発
を
行
いた

い
。
農
業
機
械
の
共
同
購
入
に
よ
る

コ
ス
ト
の
低
下
を
図
り
た
い
。」
 
「
新

し
く
で
き
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
 

ー
に
よ
り
、
更
に
商
店
街
は
空
洞
化

し
て
い
る
が
、
近
隣
の
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
も
客
は
流
出
し

て
い
る
。
町
内
の
商
店
主
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
、
活
性
化
の
方
策
を
検

討
し
た
い
。
宅
地
造
成
に
よ
る
人
口

増
加
対
策
等
を
常
任
委
員
会
と
相
談

し
て
い
き
た
い
。
町
内
名
所
を
巡
る

周
遊
観
光
バ
ス
の
運
行
ゃ
イ
ベ
ン
ト

広
場
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

に
よ
る
観
光
対
策
を
検
討
し
た
い
。」
 

「財
源
を
見
な
が
ら
、
古
い
町
営
住

宅
か
ら
順
に
建
替
え
た
い
己
 

農
林
課
長
「
野
菜
の
売
上
げ
は
価

格
低
迷
か
ら
、
昨
年
度
よ
り
約
一
千

二
百
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
価

格
安
定
基
金
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

し
た
い
。」
 

企
画
観
光
課
長
「
町
の
景
気
を
調

査
し
た
も
の
は
な
い
が
、
県
商
工
会

連
合
会
で
県
全
体
を
分
析
し
た
も
の

が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
小
売
業
は

昨
年
度
よ
り
落
ち
込
ん
で
い
る
。
観

光
対
策
の
中
の
外
国
人
に
向
け
て
の
 

(7）広報かなぎ 
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応
対
に
つ
い
て
は
、
今
後
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
現
在
は
ス
タ
ッ
フ
が
い

な
い
。」
 

教
育
長
「
校
長
会
や
生
活
指
導
協

議
会
の
報
告
に
よ
る
と
困
っ
た
問
題

点
は
聞
い
て
い
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
の

奨
励
に
は
同
感
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

指
導
の
教
員
の
配
置
に
努
力
す
る
。」
 

建
設
課
長
「
住
宅
の
申
込
み
は
四

十
九
件
あ
り
、
入
居
で
き
て
い
な
い

方
が
六
件
あ
る
。
今
後
、
公
営
住
宅

の
取
得
総
合
活
用
計
画
を
策
定
し
て

建
替
え
を
実
施
す
る
。」
 

桑
田
茂
議
員
「
書
類
送
検
で
処
分

が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
責
任
を
取
る
の
か
。」
「金
木
病

院
が
院
外
薬
局
を
使
用
さ
せ
る
決
定

は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
行
わ
れ
た
の

か
。」
「
入
札
辞
退
者
に
は
厳
し
い
処

分
を
お
願
い
す
る
。」
「芦
野
公
園
駅

前
に
観
光
客
が
食
事
休
憩
で
き
、
町

民
と
交
流
で
き
る
施
設
を
建
設
し
て

は
ど
う
か
。」
コ雇
用
の
場
を
確
保
し
、
 

福
祉
の
充
実
の
た
め
に
、
知
的
障
害

者
の
特
養
ホ
ー
ム
を
建
設
し
て
は
ど

う
か
。」
 

町
長
「
処
分
が
出
て
か
ら
、
は
っ

き
り
し
た
態
度
を
示
し
た
い
。」
「薬

価
基
準
の
引
下
げ
に
よ
り
利
益
が
な

い
こ
と
か
ら
、
病
院
財
政
を
考
え
、
 

病
院
長
が
決
定
し
た
こ
と
で
あ
る

が
、
患
者
に
混
乱
を
与
え
、
深
く
反

省
を
し
て
い
る
。
管
理
者
と
し
て
病
 
 

院
長
と
よ
く
話
し
合
い
な
が
ら
病
院

財
政
の
健
全
化
に
努
め
た
い
。」
「
指

名
審
査
会
に
諮
っ
て
指
名
停
止
を
行

う
。」
「公
園
内
に
駅
が
あ
る
の
は
芦

野
公
園
駅
だ
け
で
あ
り
、
大
事
な
財

産
で
あ
る
。
駅
舎
の
建
替
な
ど
、
担

当
課
に
検
討
さ
せ
た
い
。」
「知
的
障

害
者
の
特
養
ホ

ー
ム
は
必
要
と
思
っ

て
い
る
。
担
当
課
に
勉
強
さ
せ
た

い
。」
 

な
お
、
同
議
会
で
次
の
事
項
が
可

決
さ
れ
て
い
る
。
 

議
案
第
八
十
三
号
 
平
成
十
二
年

度
金
木
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

五
号
）
案
 

議
案
第
八
十
四
号
 
平
成
十
二
年

度
金
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
 

（
事
業勘
定
）
補
正予
算
（
第
三号
）
案

議
案
第
八
十
五
号
 
平
成
十
二
年

度
金
木
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
 

（
第二
号
）
案
 

議
案
第
八
十
六
号
 
金
木
町
川
倉

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
案
 

議
案
第
八
十
七
号
 
金
木
町
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

議
案
第
八
十
八
号
 
金
木
町
奨
学

金
貸
与
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
 

議
案
第
八
＋
九
号
 
金
木
町
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

議
案
第
九
十
号
 
西
北
五
環
境
整

備
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す

る
規
約
案
 

議
案
第
九
十

一
号
 
土
地
改
良
事

業
の
計
画
の
変
更
の
件
 

議
案
第
九
十
ニ
号
 
金
木
町
教
育

委
員
会
委
員
の
任
命
の
件
 

議
案
第
九
十
三
号
 
平
成
十
二
年

度
金
木
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

六
号
）
案
 

議
案
第
九
十
四
号
 
平
成
十
二
年

度
金
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
  

（
事
業勘
定
）補
正
予
算
（
第四
号
）
案

議
案
第
九
十
五
号
 
平
成
十
二
年

度
金
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
 

予
算
（第
「
喜
）案
 

議
案
第
九
十
六
号
 
平
成
十
二
年

度
金
木
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第一
舌
す
）
案
 

議
案
第
九
十
七
号
 
金
木
町
議
会

議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

議
案
第
九
十
八
号
 
金
木
町
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
 

議
案
第
九
十
九
号
 
金
木
町
職
員

の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
案
 

議
案
第
百
号
 
金
木
町
職
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

議
案
第
百
一
号
 
金
木
町
職
員
の
 

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

議
案
第
百
ニ
号
 
金
木
町
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
 

議
案
第
百
三
号
 
金
木
町
企
業
職

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

議
案
第
百
四
号
 
金
木
町
の
単
純

な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

発
議
第
八
号
 
酒
類
販
売
に
係
る

社
会
的
規
制
に
関
す
る
意
見
書
（
案
）
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第
四
十
二
回
金
木
町
民
ス
キ

ー
 

大
会
が
二
月
十
一
日
、
町
営
嘉
瀬

ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、
小
学
校

一
年
生
か
ら
一
般
ま
で
約
百
二
十

人
の
選
手
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

各
種
目
の
上
位
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

距
 
離
 

◇
小
学
校
低
学
年
男
子
 

第
一
位
 
工
藤
 
大
輔
（川
 
倉
）
 

第
二
位
 
今
 

涼
二
（
喜
良市
）
 

第
三
位
 
平
川
 
大
介
（嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
四
年
男
子
 

第
一
位
 
野
宮
 
優
作
（
喜
良市
）
 

第
二
位
 
梶
浦
 
陽
平
（川
 
倉
）
 

第
三
位
 
黒
川
 
友
喜
（嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
五
年
男
子
 

第
一
位
 
工
藤
 
淳

（
川
 
倉）
 

第
二
位
 
大
佐
賀
界
輝
（
川
 
倉
）
 

第
三
位
 
田
中
 
丈

（
嘉
 瀬
）
 

◇
小
学
校
六
年
男
子
 

第

一
位
 
工
藤
 
剛
志
（川
 
倉
）
 

第
二
位
 
泉
谷
 
新
伍
（
川
 
倉
）
 

第
三
位
 
野
宮
 
大
喜
（
喜
良市
）
 

◇
中
学
校
男
子
 

第

一
位
 
工
藤
 
和
紀
（
金
 木
）
 

第
二
位
 
中
谷
 
亮
（
金
 
木
）
 

第
三
位
 
中
谷
 
泰
成
（
金
 木
）
 

◇
高
校
・
一
般
男
子
 

第

一
位
 
棟
方
 
美
暢
（
嘉
 瀬
）
 

◇
小
学
校
低
学
年
女
子
 

第

一
位
 
鳴
海
 宥
紀
（川
 
倉
）
 

第
二
位
 
今
 
千

鶴
（
喜
良市
）
 

第
三
位
 
泉
谷
 
祈
美
（
川
 
倉
）
 

◇
小
学
校
四
年
女
子
 

第

一
位
 
川
嶋
 
理
奈
（
金
 木
）
 

第
二
位
 
鳴
海
 
真
冶
（川
 
倉
）
 

第
三
位
 
今
 
あ
ゆ
み
（嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
五
年
女
子
 

第

一
位
 
古
川
亜
理
香
（喜
良
市
）
 

第
二
位
 
工
藤
 
優
香
（
川
 
倉
）
 
 第

三
位
 
其
田
 
千
明
（川
 
倉
）
 

◇
小
学
校
六
年
女
子
 

第
一
位
 
川
嶋
 
麻
耶
（
金
 木
）
 

第
二
位
 
工
藤
 
麻
理
（川
 
倉
）
 

第
三
位
 
工
藤
 
沙
希
（金
 
木
）
 

ア
ル

ペ
ン
 

◇
小
学
校
低
学
年
男
子
 

第
一
位
 
藤
本
 
尚
之
（
喜
良市
）
 

第
二
位
 
小
山
内
啓
人
（
嘉
 
瀬
）
 

第
「
位
 
藤
本
 
達
大
（
喜
良市
）
 

◇
小
学
校
四
年
男
子
 

第
一
位
 
中
村
 
亮
介
（
嘉
 瀬
）
 

第
二
位
 
今
 

篤
（
喜
良市
）
 

第
一一
位
 
小
山
内寛
貴
（
嘉
 瀬
）
 

◇
小
学
校
五
年
男
子
 

第
一
位
 
封
馬
 
祐
季
（
嘉
 
瀬）
 

第
二
位
 
山
中
 
強
平
（
嘉
 瀬
）
 

第
」
位
 
今
 

利
仁
（
喜
良市
）
 

◇
小
学
校
六
年
男
子
 

第
一
位
 
飯
塚
 
岳
雪
（
嘉
 瀬
）
 

第
二
位
 
内
海
 
将
二
（
嘉
 
瀬）
 

第
三
位
 
新
岡
 
辰
吾
（喜
良
市
）
 

◇
中
学
校
男
子
 

第

一
位
 
秋
元
 
拓
真
（
金
 木
）
 

◇
小
学
校
低
学
年
女
子
 

第

一
位
 
大
屋
 
千
尋
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
四
年
女
子
 

第
一
位
 
今
 

彩
乃
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
山
中
 
琴
未
（嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
五
年
女
子
 

第
一
位
 
神
島
 
英
実
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
中
谷
 
愛

（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
阿
部
ち
ひ
ろ
（
嘉
 
瀬）
 

◇
小
学
校
六
年
女
子
 

第
一
位
 
今
 

幸
子
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
原
田
 
舞

（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
神
島
 
沙
希
（
嘉
 
瀬）
 

叫
、
 ジ

ヤ

ン
プ
 

◇
小
学
校
低
学
年
男
子
 

第
一
位
 
平
川
 
卓
弥
（嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
小
山
内
啓
人
（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
藤
本
 
尚
之
（
喜
良市
）
 
 

◇
小
学
校
四
年
男
子
 

第

一
位
 
今
 

篤
（
喜
良市
）
 

第
二
位
 
黒
川
 
友
喜
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
五
年
男
子
 

第

一
位
 
三
上
 
健悟
（
嘉
 
瀬）
 

第
二
位
 
松
川
 
誉
志
（
嘉
 
瀬
）
 

第
「
圧
 
封
馬
 
祐
季
（嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
六
年
男
子
 

第

一
位
 
木
下
 
慈
大
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
内
海
 
将
二
（
嘉
 
瀬）
 

第
三
位
 
今
 
犬
照
彦
（
喜
良市
）
 

木下慈大君 

◇
高
校
・
一
般
男
子
 

第

一
位
 
棟
方
 
美
暢（
嘉
 
瀬）
 

第
二
位
 
原
田
 
朋
和
（
中柏
木
）
 

リ
レ

ー
 

◇
小
学
校
男
子
 

第

一
位
 
川
倉
小
学
校
A
 

第
二
位
 
喜
良
市
小
学
校

第
三
位
 
嘉
瀬
小
学
校

◇
小
学
校
女
子
 

第

一
位
 
川
倉
小
学
校

第
二
位
 
喜
良
市
小
学
校

第
三
位
 
嘉
瀬
小
学
校

◇
中
学
校
男
子
 

第

一
位
 
金木
中
学
校
 

◇
高
校
・
一
般
男
子
 

第

一
位
 
金木
体
協
 

剥
翻
脳

Fー
 エ藤剛志君 

飯塚岳雪君 

今 幸子さん 
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太

宰
と

犬
 

太
宰
治
は
、
わ
が
国
の
小
説
家
、
泉

鏡
花
、
芥
川
龍
之
介
ら
と
並
ぶ
三
大
犬
 

ぎ
ら
 

嫌
い
の
一
人
だ
と
い
う
。
 

美
智
子
夫
人
は
「
回
想
太
宰
治
」
に
、
 

〈
犬
の
こ
と
で
は
驚
い
た
。
そ
の
頃
甲

府
で
は
犬
は
た
い
て
い
放
し
飼
い
で
、
 

街
に
は
野
犬
が
横
行
し
て
い
た
。
一
緒

に
歩
い
て
い
た
太
宰
が
突
如
、
路
傍
の

汚
れ
た
残
雪
の
山
、
と
い
っ
て
も
せ
い

ぜ
い
五
十
セ
ン
チ
く
ら
い
の
山
に
かけ

上
が
っ
た
。
前
方
で
犬
の
喧
嘩
が
始
ま

り
そ
う
な
形
勢
な
の
を
逸
早
く
察
し

て
、
難
を
避
け
た
つ
も
り
だ
った
の
で

あ
る
。
そ
の
彼
が
あ
る
日
、
後
に
つ
い

て
き
た
子
犬
に
「卵
を
や
れ
」
と
い
う
。
 

愛
情
か
ら
で
は
な
い
。
怖
ろ
く
て
、
手

な
ず
け
る
た
め
の
軟
弱
外
交
な
の
であ

る
。〉
と
書
い
て
い
る
。
 

ま
た
、
友
人
の
山
岸
外
史
は
、
散
歩

中
に
前
方
か
ら
セ
ッ
タ
ー
ら
し
い
大
き

な
犬
が
近
づ
い
て
き
た
が
、太
宰
は
目

の
前
に
来
る
ま
で
に
気
づ
か
な
か
っ
 

も
、
っ
け
ん
 

た
。
太
宰
は
猛
犬
を
み
る
な
り
「
ワ
ア

ッ
」
と
大
声
を
出
す
と
、
と
び
あ
が
っ

て
山
岸
の
背
後
に
隠
れ
、異
常
な
程
に

そ
の
背
に
し
が
み
つ
い
た
と
述
べ
て
い
 
 

る
。
（
「
人
間太
宰
治
」
）
 

ち
く
 
け

ん
 
だ

ん
 

『
畜
 
犬
 
訳
整
 

そ
の
大
嫌
い
な
犬
を
、
『畜
犬
談
」
 

と
い
う
小
説
に
書
い
て
い
る
。
 

〈
私
は
犬
に
つ
い
て
は
自
信
が
あ
る
。
 

い
つ
の
日
か
、
必
ず
喰
い
つ
か
れ
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
自
信
で
あ
る
。…
諸
君
、
 

も
う
じ
ゆ
』つ
 

犬
は
猛
獣
で
あ
る
。〉
と
書
き
出
し
て

い
る
。
 

尾
崎
一
雄
氏
は
、
〈
太
宰
治
氏
の
 

「畜
犬
談
」
は
、
甚
だ
面
白
か
っ
た
。
 

面
白
か
っ
た
、
と
言
っ
て
し
ま
う
と
、
 

も
う
私
の
感
想
は
尽
き
て
了
う
。
何
故

ど
う
面
白
か
っ
た
か
、
を
書
か
ぬ
と
批

評
に
も
感
想
に
も
な
ら
ぬ
の
で
、
実
は

弱
っ
て
い
る
、
し
か
し
、
こ
の
小
説
は

面
白
か
っ
た
。

…
〉
（
昭和
十
四
年
）
 

と
称
賛
し
て
い
る
。
 

渡
部
芳
紀
氏
は

「畜
犬
談
論
」
 
で
 

〈
…
ほ
の
か
な
愛
情
と
滑
稽
味
の
あ
ふ

れ
た
小
説
で
あ
る
。
…
皮
膚
病
の
ポ
チ

を
A
弱
い
者
v
だ
っ
た
と
し
、
A
芸
術
家
 

V
に
と
っ
て
、
出
発
で
、
ま
た
最
高
の

目
的
で
あ
る
弱
者
の
友
と
い
う
こ
と
を

思
い
出
す
；
・
。
〉
（
昭和
四
十
八
年
）
 

本
人
も
『
玩
具
」
の
あ
と
が
き

（
昭
 

、っ
っ
ぷ
ん
 

和
二
十
一
年
）
に
「
諺
憤
を
晴
ら
す
つ
 

こ
っ
け
い
 

も
り
が
、
書
い
て
い
る
う
ち
に
滑
稽
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

…
こ
れ
は
当
時
ユ
 

ー
モ
ァ
小
説
の
俊
才
、
伊
馬
鵜
平
君
に

捧
げ
る
事
に
し
た
の
で
あ
る
。」
と
述

懐
し
て
い
る
。
 

『畜
犬
談
」
は
、
ポ
チ
へ
の
同
化
に

よ
っ
て
ド
ン
デ
ン
返
し
し
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
愛
と
滑
稽
等
、
ユ
ー
モ
ア
を
内

蔵
し
た
「
愛
犬
談
」
 
に変
貌
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
 

『
畜
犬
談
』
を
読

ん
で
 

川
倉
小
学
校
六
年
中
谷
千
尋
さ
ん
の

感
想
文
（
「新
樹
」
六
号
作
品
）
 

【
「私
は
犬
に
つ
い
て
は
自
信
が
あ

る
」
そ
ん
な
、
不
思
議
な
書
き
出
し
に

私
は
目
が
止
ま
り
ま
し
た
。
犬
に
つ
い

て
の
何
の
自
信
な
の
だ
ろ
う
？
と
て
も

気
に
な
り
ま
し
た
。
「諸
君
、
犬
は
猛

獣
で
あ
る
」
犬
は
と
て
も
可
愛
い
し
、
 

そ
ん
な
に
ひ
ど
く
も
な
い
と
思
い
ま

す
。
初
め
は
ぎ
も
ん
だ
ら
け
で
し
た
。
 

犬
は
こ
の
人
に
対
し
何
も
悪
い
こ
と
も

し
て
い
な
い
し
、こ
の
人
に
悪
意
も
な

い
と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

人
の
友
人
が
犬
に
か
ま
れ
、
恐
水
病
 

（狂
犬
病
）
に
な
っ
た
と
い
う
遭
難
を

き
い
て
、
主
人
公
の
い
だ
い
て
い
た
憎
 
 

悪
が
極
点
に
達
し
た
と
い
い
ま
す
。
犬

に
対
す
る
憎
悪
は
、
私
が
想
像
し
て
い

る
よ
り
も
ず
っ
と
ず
っ
と
大
き
く
、
強

い
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

…
こ
の

主
人
公
は
、
犬
に
か
ま
れ
な
い
よ
う
に

見
た
目
だ
け
で
も
変
わ
ろ
う
と
が
ん
ば

り
ま
し
た
が
、
た
だ
単
に
、
か
ま
れ
な

い
よ
う
に
が
ん
ば
っ
た
だ
け
の
姿
が
逆

に
好
か
れ
た
こ
の
人
は
、
…
さ
ら
に
憎

悪
も
ま
し
た
だ
ろ
う
。
…
い
つ
も
な
ら

ば
家
に
つ
く
ま
で
に
消
え
て
い
る
犬
な
 

太宰治を尊敬するという 

中谷 千尋さん 

の
に
、
そ
の
日
は
、
や
け
に
な
れ
な
れ

し
い
犬
が
い
て
、
こ
の
犬
は
家
に
住
み

こ
み
ま
し
た
。
こ
の
犬
を
ポ
チ
と
呼
ん

で
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
ポ
チ
を
一
家

の
も
の
と
は
思
え
な
い
。
 つ
ま
り
犬
が

家
族
と
な
る
こ
と
を
み
と
め
た
く
な
い

ん
だ
ろ
う
。
…
す
る
と
、
異
変
が
起
こ

っ
た
の
で
す
。
ポ
チ
が
皮
膚
病
に
お
か

さ
れ
、ポ
チ
は
と
て
も
ひ
ど
い
様
子
で
、
 

そ
れ
を
見
た
家
内
が

「
ご近
所
に
悪
い

わ
、
殺
し
て
下
さ
い
」
 
…
。本
当
に
、
 
 

殺
す
気
な
ん
だ
ろ
う
か
？
私
は
少
し
お

ど
ろ
き
ま
し
た
。
…
そ
の
翌
る
朝
つ
い

に
ポ
チ
を
つ
れ
て
い
っ
た
。そ
の
途
中
、
 

ポ
チ
は
赤
毛
の
犬
と
戦
っ
た
の
で
す
。
 

…
ポ
チ
は
勝
っ
た
ー
「よ
し
ー
強
い
ぞ
」
 

と
ほ
め
て
や
り
ま
す
。
…
ポ
チ
は
、
薬

の
入
っ
た
肉
を
食
べ
た
の
で
す
。
と
う

と
う
ポ
チ
は
死
ん
で
し
ま
う
の
か
…
。
 

と
悲
し
く
な
っ
た
が
…
ポ
チ
が
ち
ゃ
ん

と
い
る
で
は
な
い
か
。…
家
に
着
い
て
、
 

家
内
に
い
っ
た
。
「弱
い
者
の
友
な
ん

だ
。
僕
は
、
墓
兄
に
ポ
チ
を
つ
れ
て
い

こ
う
と
思
う
よ
」
良
か
っ
た
。
本
当
に

良
か
っ
た

ー
私
は
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
き
つ
と
、
主
人
公
は
ポ

チ
を
少
し
で
も
好
き
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
大
切
な
人
生
の
仲
間
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

…
私
は
こ
の
話
で
、
ず

っ
と
い
や
だ
と
思
っ
た
も
の
を
、
何
か

の
き
っ
か
け
で
少
し
で
も
好
き
に
な
る

こ
と
が
、
大
事
な
の
だ
と
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
他
に
も
多
く
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
く
れ
た
太
宰
治
を
尊
敬
し
ま
し

た
。…
】
 

千
尋
さ
ん
は
、
ポ
チ
と
主
人
公
と
の
 

は
ぐ
ノ
、
 

間
に
育
ま
れ
て
い
く
ほ
の
か
な
愛
情

を
、
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
で
読
み

取
り
、
大
切
な
人
生
の
仲
間
が
で
き
た

と
喜
ん
で
い
る
。
そ
し
て
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
く
れ
た
太
宰
治
を
尊
敬

し
、
「こ
の
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
い
か
し
て
い
き
た

い
。」
と
ま
と
め
て
い
る
。
 

太
宰
と

そ
の
文

学
の
魅

力
⑩
 
金
木

和
譲
々

長
巽
 

広報かなぎ自の 
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1月号新春お年玉クイズの答えは 

①津軽三味線に使われている動物は？ 

Bーいぬ 

②芦野夢の浮橋の長さは？ 

B-265m 
③町の鳥は？ 
Cーひばり でした。 

残念ながら全問正解者はいませんでした。（難し

かったかな？）残念賞として、 2問正解した長内明

子さん、工藤ミサさん、伊藤タネさん、高橋昌子さ

んに記念品を贈ります。 
たくさんのご応募、貴重なご意見ありがとうござ

いました。 
「i月号全問正解者なし」 というわけで、今月も

プレゼントクイズを行います。 
正解者の中から抽選で 5名の方に素敵なプレゼン

トを差し上げます。 

【問 題】 
三択クイズです。番号とアルファベットで答えて 

ください。 例）①ーA ②-Bなどと記入 

①太宰治の本名はどれでしょう。 
Aー津島文治 B一津島英治 C一津島修治 

②津軽鉄道の駅舎は全部で12ありますが、そのうち 

金木町にはでいくつあるでしょう？（無人駅も含む） 
A-3つ B-4つ C- 5つ 

【応募方法】 
ハガキに、住所・氏名・年齢・電話番号・クイズの答 

え・広報かなぎに対するご意見、ご感想を記入の上 

〒O37- 0202 金木町大字金木字朝日山323 
金木町企画観光課 まで 

※ 3 月 7日困締切です（当日消印有効）。当選者の発

表は 3 月号に掲載します。たくさんのご応募お待
ちしています。 
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金
木
病
院
力
ル
テ
⑩
 

膝
の
手
術
に

つ
い
て
 

整
形
外
科
 
成
 
田
 
穂
 

積
 

整
形
外
科
の
外
来
は
、
毎
週
月

曜
日
と
水
曜
日
、
隔
週
の
土
曜
日

に
行
っ
て
い
ま
す
。
一
日
の
外
来

患
者
数
は
百
四
十
か
ら
百
六
十
名

く
ら
い
で
す
。
 

半
数
近
く
の
患
者
さ
ん
は
、
膝

の
ヤ
ミ
の
た
め
注
射
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
注
射
は
最
近
開
発
さ
れ

た
膝
の
特
効
薬
で
、
週
に
一
回
ず

つ
、
五
回
か
ら
十
回
行
う
と
、
ほ

と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
の
膝
の
ヤ
ミ

は
と
れ
、
水
が
た
ま
ら
な
く
な
り

ま
す
。
本
当
に
良
く
効
く
注
射
な

の
で
す
が
、
決
し
て
良
い
こ
と
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
注
射
が

原
因
で
感
染
を
起
こ
し
、
膝
に
ウ

ミ
が
た
ま
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で

す
。
ウ
ミ
が
た
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
 

ー
ケ
月
以
上
入
院
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
は

大
変
な
苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
私
は
自
分
が
行
っ
た

注
射
が
原
因
で
患
者
さ
ん
の
膝
に

ウ
ミ
が
た
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
時
々
他
の
病
院
か
ら
こ

の
よ
う
な
患
者
さ
ん
が
紹
介
さ
れ

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
整
形

外
科
の
な
い
病
院
で
は
、
膝
に
注

射
は
し
な
い
方
が
良
い
と
思
い
ま
 
 

す
。
 

膝
が
悪
い
患
者
さ
ん
は
、
六
十

歳
以
上
の
女
性
の
方
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
こ
の
年
代
の
女
性
は
、
骨

の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
足
り
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
骨
を
丈
夫

に
す
る
注
射
も
併
せ
て
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
骨
を
丈
夫
に
す
る
注

射
に
は
、
ヤ
ミ
を
忘
れ
さ
せ
る
作

用
も
あ
り
ま
す
。
 

何
回
か
注
射
を
続
け
て
も
、
ズ

キ
ン
ズ
キ
ン
と
ヤ
ム
こ
と
は
無
く

な
っ
た
け
れ
ど
、
ズ
シ
ッ
と
す
る

痛
み
が
続
い
て
い
る
と
い
う
患
者

さ
ん
も
中
に
は
い
ま
す
。
ヤ
ミ
は

薬
で
あ
る
程
度
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
が
、
ズ
シ
ッ
と
す
る

重
苦
し
い
痛
み
の
治
療
は
な
か
な

か
困
難
で
す
。
重
苦
し
い
痛
み
は

骨
に
原
因
の
あ
る
こ
と
が
多
く
、
 

患
者
さ
ん
の
こ
の
よ
う
な
痛
み
を

と
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
整
形
外

科
医
の
大
切
な
仕
事
の
ー
つ
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
 

何
ケ
月
も
、
時
に
は
何
年
も
膝

の
痛
み
が
と
れ
な
い
と
注
射
に
来

ら
れ
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
診

察
室
で
こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
を

診
て
い
る
時
、
私
は
こ
の
患
者
さ
 

ん
は
手
術
で
治
せ
る
の
か
ど
う
か

と
ま
ず
考
え
ま
す
。
整
形
外
科
医

に
と
っ
て
手
術
が
成
功
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
を
長
年
苦

し
め
て
い
た
痛
み
か
ら
、
自
分
の

手
で
解
放
し
て
あ
げ
た
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
が
手
術
を
受
け
て
良
か
っ
た
と

笑
顔
で
言
っ
て
く
れ
た
瞬
間
は
、
 

整
形
外
科
医
と
し
て
の
私
の
生
き

が
い
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
 

た
だ
、
一
日
の
外
来
の
患
者
さ
 
 

ん
で
手
術
を
勧
め
る
の
は
、
せ
い

ぜ
い
一
人
か
二
人
で
す
。
 そ
の
理

由
は
、
最
初
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
 

注
射
で
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
の

膝
の
ヤ
ミ
は
と
れ
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
患
者
さ
ん
の

生
活
習
慣
に
よ
る
と
思
う
の
で
す

が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
相
当
悪
く
な

っ
た
膝
の
患
者
さ
ん
で
も
、
正
座

で
き
る
こ
と
が
多
い
の
も
理
由
の
 

ー
つ
で
す
。
 

膝
の
手
術
は
、
悪
く
な
っ
た
関

節
を
人
工
の
も
の
に
取
り
換
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
痛
み
は
確
実

に
と
れ
る
の
で
す
が
、
正
座
は
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
イ
ス
の
生
活

に
な
り
、
ト
イ
レ
も
洋
式
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
膝
の
手
術

は
、
外
科
や
内
科
の
病
気
の
手
術

と
違
っ
て
、
患
者
さ
ん
の
健
康
に
 
 

直
接
影
響
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
患
者
さ
ん
自
身
が
、
痛
み

の
無
い
生
活
を
ど
れ
だ
け
強
く
希

望
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
最

も
大
切
な
こ
と
で
す
。
 

膝
の
痛
み
の
無
い
生
活
を
得
る

と
い
う
こ
と
は
、
膝
を
」
右
返
らせ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
常
生
活

に
多
少
不
自
由
な
点
が
生
じ
て
も
、
 

そ
れ
以
上
に
患
者
さ
ん
が
意
義
の

あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
希
望

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
手
術
を
勧
め

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
、
 

膝
の
手
術
は
、
手
術
方
法
も
人

工
関
節
も
格
段
に
進
歩
し
て
お
り
、
 

手
術
を
受
け
る
年
令
は
あ
ま
り
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
は
も
う
年

だ
か
ら
と
思
わ
な
い
で
、
こ
の
膝

の
痛
み
が
と
れ
た
ら
…
と
考
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

(1 1）広報かなぎ 



あ らん 

桜井 亜嵐くん 

たい き 

田中 大樹くん 

1 月 3 日生 

12月23日生 

がんばって日本とメキシコの言葉を
覚えてね （母マリアネレイダより） 

は じ め ま し て 

1 月 8 日生 

良い子に育ってね 
（父 孝哉より） 

ゆ め 	 ゆう た 

白川 結女ちゃん 	 塚本 裕太くん 

1 月 4 日生 

明るくやさしい子に育ってほし 
い 	 （両親より） 

小松 鼠沃くん 	伊藤 失羊くん 	田中 笑樹くん 
11月 9 日生 	 1 月 3 日生 	 1 月 3 日生 

兄弟仲良く、たくましく育って 早く大きくなって一緒に遊ぼう 葉月と大樹は私達の宝物だよワすく 
ほしい 	 （両親より） 	ね 	 （兄 諒人より） 	すくと元気に育ってね （ママより） 

、 

1月末現在 前年同月比 

男 5,721人 △ 82人 

女 6,292人 △ 62人 

計 12,013人 △ 144人 

世帯数 4,072 	6 
	ノ 

〔
 
人
口
と

世

帯
 
〕
 

戸

置
ョ
 

i

籍
＞
 

，
の
艮
 

‘

窓
 

一
月
届
出
分
 

お
め

で
と

う
 

桜
井
 
亜

嵐
（
哲
也
）
中
柏
木

田
中
 
尤

柳

（
武志
）
金
 
木

白

川
 
細
如

（
一
美
）
金
 
木

小
松
 
楓
汰

（
博利
）
嘉
 
瀬

伊

藤
 
太

平
（
三

四
也
）
金
木

ハ
ンタ
ー
・
新
之助
（
マ
ー
カ
ス
）
金
木

小
野
 

朱
音
（
裕

季
）
中
柏
木

塚
本
 

裕
太

（
孝
哉）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

霧
影
難
一鍵
＼良
（
 

（
松
江
 俊
寿

（
千代
毒
）
金
木
 

「
斎藤
 
才
子
（
昭
三
）
青
森
市
 

露

誘
？一
“鮎
雌
浦
“
 

舞
讐
讐
曙

「
 

霧
」
畦
一
鯵詳
験
 

お
 
く
 
や
 
み
 

角
田
 
又
一
 

（7
8才
）
金
 
木

原
田

ウ
チ
ョ

（9
1才
）
中
柏
木
 

神
島
 

き
み
（

7
7才
）
嘉
 
瀬

原
田
藤
四

郎
（
8
7才
）
中
柏
木

成
田
 

清
作
（

8
2才
）
藤
 
枝

成
田
 

正
一
 
（7
3才
）
金
 
木

宮
崎
 

貢
（
6
8才
）
喜
良
市

角
田
 

潤
一
 
（2
4才
）
金
 
木

今
 
ョ
 

ス
（
8
1才
）
喜
良
市
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所
を

有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
町

民
課
窓
口
に
届
出
の
際
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
 

島 
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